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平成20年10月発行鹿児島県総合教育センター

問題解決的な学習を推進する社会科学習指導
－導入段階での効果的な資料活用の工夫－

単元全体の指導を通して問題解決的な学習

を推進する小学校社会科学習では，子どもた

ちにいかに問題意識を喚起させ，持続させる

かが学習指導上の大きなポイントとなる。

平成20年３月に告示された小学校学習指導

要領（社会編）には，「具体的・基礎的な資

料を効果的に活用し，社会的事象の特色や関

連，意味について考える力，調べたことや考

えたことを表現する力を育てる問題解決的な

学習の推進」について明記してある。

また，特定の課題に関する調査（社会）で

は，「多様な資料の中から問題を発見・把握

する力や，課題の解決策を表現したり，その

理由を説明したりすることが不十分である」

との指摘があり，「資料を読み取り，関係付

ける活動を通して，子どもの問題意識を醸成

させる指導の工夫や調べた事実をもとに考え，

表現する学習機会の充実」を指導法改善の具

体策として挙げている。

そこで本稿では，問題意識を喚起させ，意

欲的に学習に取り組む問題解決的な社会科学

習を推進するためには，導入段階での資料活

用の工夫が大切であると考え，その効果的な

活用の方法について述べる。

１ 導入段階での資料活用のポイントと実際

導入段階での効果的な資料活用のポイン

トとして次の３点を取り上げたい。

（1） 「不思議だな」「すごいな」「どうし

てかな」など問題意識を高めさせる資料

を活用する事例

○「東大寺の大仏右手の絵」の活用

図１「東大寺の大仏右手の絵」

ア 活用のねらい

第６学年「聖武天皇と奈良の大仏」

の単元において，天皇を中心にした政

○ 「不思議だな」「すごいな」「ど
うしてかな」など問題意識を高めさ
せる資料を活用する。

○ 対照的に比較できる資料を活用す
る。

○ 変化や変遷の理由を考えさせる資
料を活用する。
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治を確立するために，国家的な大事業と

して東大寺の大仏が作られたことを理解

させる。その導入段階の資料として，大

仏の大きさを実感させるため、実物大の

右手の絵を活用した（ ）。図１

イ 問題意識の喚起の過程

資料を提示することで，右手の大きさ

から大仏の巨大さを実感させることがで

きた。

そして，「だれが，いつ，こんな大仏

を造ったのだろう」「どれくらいの時間

や費用，人数が必要だったのだろう」

「何のために，こんな巨大な大仏を造っ

たのだろう」などの問題意識が喚起され

た。そこから，「大仏は，誰が，何のた

めにどのようにして造ったのだろう」と

いう単元全体の学習問題を設定し，学習

問題に対する子どもたちの予想を集約

し，追究の柱を立てて調べ学習へつなげ

ていった。

（2） 対照的に比較できる資料を活用する事

例

○「日本の漁獲量と魚類消費量の推移を

示すグラフ」の活用

ア 活用のねらい

第５学年「水産業のさかんな地域をた
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「日本の漁獲量と魚類消費量の推移を示すグラフ」図２

ずねて」の単元において，水産業が国民

の食生活を支えていることや，外国から

輸入している水産物があることなどを理

解させる導入段階の資料として，日本の

漁獲量と魚類消費量の推移を示すグラフ

を活用した（ ）。図２

イ 問題意識の喚起の過程

日本の漁獲量のグラフからは，年々漁

獲量が減っていることが分かるが，魚類

消費量のグラフからは，年々消費量は増

加していることが分かる。この二つのグ

ラフを比較することで，「どうして漁獲

量が減っているのに，消費量は増えてい

るのだろう。」という問題意識が喚起さ

れた。それを学習問題として設定し，子

どもたちの予想を集約し，追究の柱を立

てて調べ学習へつなげていった。

（3） 変化や変遷の理由を考えさせる資料を

活用する事例

○「公共工事が行われる前と途中の写

真」の活用

ア 活用のねらい

第６学年「わたしたちの願いを実現す

る政治」の単元で，政治は国民生活の安

定と向上を図るために大切な働きをして

いることを理解させる。その導入段階の

資料として，公共工事が行われる前と工

事途中の写真を活用した（ ）。図３

図３「公共工事が行われる前と途中の写真」
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イ 問題意識の喚起の過程

工事前の写真を提示して，「バスや

車の運転手さんは，どんな気持ちで運

転しているのだろう」「道路を歩く人

は，どんな願いがあるのだろう」とい

う発問をとおして，「道路を広げて欲

しい」「歩道を造って欲しい」といっ

た問題意識が喚起される。

そこで，工事途中の写真を提示し

て，自分たちの予想や道路を利用する

人々の願いどおりに工事が始まったこ

とに着目させ，「道路工事は，誰のど

のような働きによって実現したのだろ

うか」という学習問題を設定し，子ど

もたちの予想を集約し，追究の柱を立

てて調べ学習へつなげていった。

このように，導入段階で効果的な資料

の活用を図ることで，子どもたちの問題意

識が喚起され，それが単元全体の学習問題

の設定につながっていくことが理解できる。

効果的な資料作成の視点としては，次の

ような点が大切になる。

２ 導入段階での効果的な資料活用の工夫に

よる問題解決的な学習の実践例

第３学年及び第４学年の単元「スーパー

マーケットではたらく人」の指導事例を基

○ 単元指導をとおして，どのような力
を培うかを明確にし，単元全体の中心
概念につながるような資料

○ 単元の指導内容から，基礎的・基本
的事項を洗い出し，その中の重要事項
に対応した資料

○ 教科用図書の資料を参考に，中心的
な社会的事象に対応した資料

に説明する。

（1） 身近な調査結果を資料に活用

導入段階で，単元全体を貫く問題意識

をもたせるためには，子どもたちの実生

活に基づいた事象を教材化することも重

要となる。そこで，各家庭において週末

どんな店で買い物をしたのかを調査し，

その結果をグラフに表し，導入段階の資

料として活用した（ ）。図４

図４「買い物調査結果のグラフ」

（2） 問題意識の喚起の過程

資料を提示し，資料から分かることや

気づいたことを発表させると，ほとんど

が，「スーパーマーケットにたくさんの

人が買い物に行く」ことに着目し，「な

ぜ，スーパーマーケットにたくさんの人

が買い物に行くのだろう」という問題意

識が喚起される。そこで，「スーパーマ

ーケットの人気の秘密は何だろう」と言

う学習問題を設定し，子どもたちの予想

を集約した。それを基に追究の柱を立

て，調べ学習を行った。図５に示すよう

に，導入段階の効果的な資料活用が単元

全体の指導過程につながっている様子が

理解できる。
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図５ 単元「スーパーマーケットではたらく人」の指導過程

問題意識の流れ過
主な学習活動程

１ 調査のグラフから分かった ・ スーパーマーケットにはたく
ことを発表する。 さんの人が買い物に行くんだ。

・ どうしてなんだろう。
２ 学習問題を設定する。 ・ スーパーマーケットの人気の

つ 秘密を調べたいな。
か スーパーマーケットの人
む 気の秘密は何だろう？

３ 学習問題に対する予想を立 ・ 人気の秘密はたくさんありそ
てる。 うだ。

・ よく買い物に行っているから・チラシで宣伝しているから。
予想が立てやすいな。・たくさんの種類の商品があり一

度で買い物がすむから。
・ 同じような予想はまとめられ・駐車場が広いから。

そうだ。・品物が，安くて，新鮮だから。

４ 予想を集約し，追究の柱を ・ たくさん調べたいことが出て
立てる。 きたぞ。

・ 調べることがはっきりしてき・店の周りや倉庫の様子
たぞ。・宣伝や商品の並べ方のくふう

・ 店長さんやお客さんへのイン・商品の仕入先や輸送方法
タビューは大切だな。・働いている人やお客の様子

などを観察したりインタビュー
したりする。調

べ
る ５ 調べ学習の計画を立てる。 ・ きちんと調べるために見学メ

（1）見学メモの作成 モを準備しよう。
（2）見学マナーの確認やイン ・ インタビューの仕方やマナー

タビューの練習 もしっかり勉強しよう。
（3）見学の実施 ・ いろんな工夫や努力をしてい
（4）見学のまとめと礼状作成 るんだ。

ま ６ 調べ学習を行う。 ・ 調べたことを新聞にまとめよ
と ７ まとめを発表する。 う。
め 友だちの発表から，いろんな・
る ８ 新たな疑問や課題に対する ことが分かったぞ。

学習を深める。
・ 見学したら，もっと調べてみ・品物の産地を調べてみたい。

たいことが出てきたぞ。・リサイクルコーナーについて調
広 ・ 今までの学習を基に，近くのべてみたい。
げ 店に行って自分で調べてみよう・スーパー以外の店のよさも調べ

てみたい。る
・ スーパーマーケットの人気の

９ 単元のまとめをする。 秘密がよく分かったな。

導入段階の
資料提示

学習問題の
設定

予想の集約
と，追究の柱
作り

調べ学習の
計画立案と実
施

学習のまと
めと発表

新たな課題
への対応

問題意識
の喚起

問題意識
の持続

問題意識
の発展 深化・

学習問題へ
の予想

３ まとめ

社会科学習では，単元全体を貫く問題意

識を喚起させ，意欲的に学習に取り組む問

題解決的な学習を推進することが肝要であ

る。そのためには，導入段階での効果的な

資料活用を工夫することが，見通しを持っ

た指導計画にもつながることを述べてきた。

導入段階での効果的な資料活用を図るこ

とにより次に示すような効果が期待できる。
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（企画課）

○ 問題意識が喚起され，単元全体を
通して持続し，発展・深化する。

○ 学習問題が明確になり，追究の柱
や学習計画が立てやすくなる。

○ 調べて分かったことを表現したり，
問題解決的な学習を通して中心概念
を理解したりする「まとめる」過程
も充実する。


